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ふるさと納税で
飛驒高山を
応援してください
いただいた寄附金は、
魅力ある高山のまちづくりに
活かします。
（問合先 企画課　35-3131）

平成23年４月１日発行　毎月１日・15日発行

地震に備えて～日ごろの準備と心得～
被災地支援の救援物資を受付中
災害ボランティア登録スタート
噴火警戒レベルを焼岳に導入
ワクチン接種で感染予防
検討委員会を設置。総合交流センター
高山市議会第１回定例会が閉会
市議会議員選挙の投票日は４月24日

６
６
７
８
９
10
12

被災地に届け。高山市民の願い
震災被災地への支援の輪が広がっています

高山市開催期日
2月14日～2月17日
9月29日～10月9日

10月13日～10月15日

市内各所で街頭募金がスタート。市役所・各支所にも募金箱をしました

市内の小中学生などが一丸となって集めた義援金が届けられました

救援物資募集は、下呂市、飛驒市、白川村とも連携して取り組んでいます
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自
然
災
害

い
ろ
い
ろ
な
備
え
が
必
要

高
山
市
は
周
囲
を
山
々
に
囲
ま
れ
た

中
山
間
地
で
あ
り
、豪
雨
の
際
は「
土
砂

災
害・浸
水
災
害
」に
十
分
警
戒
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、「
高
山・大
原
断

層
帯
」な
ど
多
数
の
活
断
層
が
あ
る
ほ

か
、焼
岳
や
御
嶽
山
な
ど
の
活
火
山
も

活
動
を
し
て
い
ま
す
。ま
た
、冬
は
雪
が

多
く
降
る
豪
雪
地
帯
で
も
あ
り
、そ
れ

ぞ
れ
に
対
し
て
い
ろ
い
ろ
な
備
え
が
必

要
な
地
域
で
す
。

地
域
の
防
災
力

高
ま
る
共
助
の
役
割

災
害
か
ら
生
命
、財
産
を
守
る
た
め

に
は
、自
分
の
命
は
自
分
で
守
る「
自

助
」が
基
本
と
な
り
ま
す
が
、地
域
が
一

体
と
な
っ
て「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自

分
た
ち
で
守
る
」と
い
う「
共
助
」の
役

割
に
も
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。例

え
ば
、阪
神
・淡
路
大
震
災
で
は
、約
８

割
の
方
が
近
所
の
住
民
に
よ
っ
て
救
出

さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
し
、平
成

19
年
の
能
登
半
島
地
震
や
新
潟
県
中
越

沖
地
震
で
は
、町
内
会
な
ど
に
よ
る
高

齢
者
の
避
難
支
援
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

災
害
は
一
瞬
に
し
て
生
命
や
財
産
を

奪
い
、そ
れ
ま
で
の
生
活
基
盤
を
破
壊

す
る
だ
け
で
な
く
、そ
の
後
の
生
活
に

大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

自
然
災
害
は
避
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。し
か
し
、日
ご
ろ
か
ら
災
害
に
対

す
る
準
備
を
行
い
、地
域
な
ど
で
防
災

に
取
り
組
む
こ
と
で
、被
害
を
最
小
限

に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

高山・大原断層帯
断層

イメージ

義
援
金
を

募
集
し
て
い
ま
す

被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ん
へ
お
届

け
す
る
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

な
お
、い
ず
れ
の
募
金
も
財
務

大
臣
が
認
め
た
指
定
寄
附
金
と
し

て
、法
人
は
損
金
扱
い
が
で
き
、個

人
は
寄
附
金
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
の
で
、領
収
書
が
必
要
な
方

は
事
前
に
申
出
く
だ
さ
い
。

●
日
本
赤
十
字
社

設
置
場
所

本
庁
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
、支
所
窓
口

設
置
期
間

９
月
30
日
㈮
ま
で

設
置
時
間

平
日
の
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分

＊
時
間
外
、お
よ
び
土
日
祝
日
は

当
直
室
に
設
置
し
ま
す
。

問
合
先
福
祉
課

35-

３
１
３
９

高山市では関係団体などと連携して今
回の地震で被災された方々を支援するさ
まざまな取組みを行っています。

東北地方太平洋沖地震被災者支援の取組み

みんなの力を
合わせて

問
合
先
危
機
管
理
室

35-

３
３
４
５

高
山
消
防
署

32-

０
１
１
９

大
地
震
が
発
生
！

そ
の
時
、あ
な
た
は
ど
う
す
る

　
３
月
11
日
に
三
陸
沖
を
震
源
と
し
て
発
生
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
と
い
う
史
上
最
大
規
模

の
大
地
震
は
、東
北
地
方
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。現
在
も
懸
命
な
支
援
活
動

が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、一
日

も
早
い
復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
地
震
を
は
じ
め
、災
害
は
予
期
せ
ず
に
発
生
し
ま
す
。今
号
で
は
、地
震
に
対
す
る
備
え
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
、み
な
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

大地震と大津波で
壊滅的な被害を受けた
福島県相馬郡新地町
（撮影：緊急消防援助隊）
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地震に備えて
～日ごろの準備と心得～特集

●
共
同
募
金
会

町
内
会
連
絡
協
議
会
や
市
社
会

福
祉
協
議
会
な
ど
で
は
、町
内
会

を
通
じ
て
被
災
者
へ
の
募
金
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

避
難
者
の
受
入
を

し
て
い
ま
す

飛
驒
市
、白
川
村
と
連
携
し
て
、

所
有
し
て
い
る
公
営
住
宅
、教
職

員
住
宅
、移
住
体
験
施
設
、各
種
住

宅
な
ど
を
無
償
で
提
供
し
、住
宅

を
失
う
な
ど
し
た
被
災
者
へ
の
生

活
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。親
戚

や
知
人
な
ど
に
被
災
さ
れ
た
方
が

い
る
場
合
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
防
職
員
を

被
災
地
へ
派
遣

３
月
11
日
の
地
震
発
生
直
後
か

ら
、県
単
位
で
組
織
す
る
緊
急
消

防
援
助
隊
の
一
員
と
し
て
、６
回・

延
べ
26
人（
３
月
28
日
現
在
）の
消

防
職
員
や
緊
急
車
両
を
被
災
地
へ

派
遣
。他
市
の
消
防
職
員
と
連
携

し
て
救
援
活
動
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
。

問
合
先
市
民
活
動
推
進
課

35-

３
４
１
２

市
社
会
福
祉
協
議
会

35-

０
２
９
４

問
合
先
地
域
政
策
課

35-

３
５
２
４

問
合
先
消
防
総
務
課

34-

３
７
９
２

地震発生直後
の３月11日から
岐阜県緊急消防
援助隊の一員と
して福島県相馬
郡新地町での検
索・救助活動に
あたりました。
最初に目に飛

び込んできた被災地の光景は、想像
を絶するものでした。「あそこに家が
建っていた」と聞いても、あるのは土
台の跡だけ。全く人

ひと

気
け

がなく、今まで
に見たことのない異常な光景でし
た。宮城では水の中に建物や自動車
が浮いていました。
私たちは約５㌔㍍四方を人海戦術
で竹やぶの中やテトラポットの下
などヘリコプターから死角となる
部分を捜索しました。移動の沿道で
は、たくさんの被災者のみなさんが
手を合わせて私たちを迎えてくれ
ました。その姿に涙をこらえること
ができませんでした。
余震が続き、緊急地震速報が幾度
となく出される中での活動でした
が、被災された多くの皆様に心から
お見舞い申し上げるとともに、一日
も早い復興を願わずにはいられま
せん。

緊急地震速報は、地震の大きな揺れがくる数秒～数十
秒前に気象庁が発表する速報です。緊急地震速報以外に
も弾道ミサイル攻撃情報、火山の噴火警報などが放送さ
れます。

地震の発生を事前に知らせる

緊急地震速報
防災行政無線や防災ラジオなどで放送

●
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
被
災
地
で
検
索
・
救
助
活
動

想
像
を
絶
す
る
異
常
な
光
景
。被
災
者
の
姿
に
涙

高山消防署警防課長
榎
えのき

坂
ざか

治
はる

雄
お

さん

市内の被災状況について
確認する國島市長
（３月12日・奥飛驒温泉郷）

こ
の
速
報
は
、全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム（
Ｊ
-Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
／
ジ
ェ
イ
・
ア

ラ
ー
ト
）を
活
用
し
た
も
の
で
、人
工

衛
星
な
ど
を
使
っ
て
情
報
を
送
信
し
、

瞬
時
に
緊
急
情
報
を
伝
達
す
る
シ
ス

テ
ム
で
す
。高
山
市
で
は
平
成
20
年
か

ら
運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

地
震
発
生
直
後
に
予
測

高
山
市
で
緊
急
地
震
速
報
が
放
送

さ
れ
る
の
は
、気
象
庁
が
地
震
発
生
直

後
に
震
源
地
で
の
最
大
震
度
が
５
弱

以
上
、か
つ
高
山
市
内
の
震
度
を
４
以

上
に
な
る
と
予
想
さ
れ
た
と
き
に
発

表
さ
れ
ま
す
。

高
山
市
の
場
合
、緊
急
地
震
速
報
は

防
災
行
政
無
線
や
防
災
ラ
ジ
オ
、公
共

施
設
な
ど
の
緊
急
地
震
速
報
受
信
機

な
ど
を
通
じ
て
放
送
さ
れ
ま
す
。

ま
ず
は
身
の
安
全
を
確
保

緊
急
地
震
速
報
が
放
送
さ
れ
た
場

合
は
、周
囲
の
状
況
に
応
じ
て
、安
全

を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。そ
の
後
、屋

外
へ
の
避
難
、近
隣
の
避
難
所
施
設
な

ど
へ
避
難
し
ま
す
。

な
お
、緊
急
地
震
速
報
は
、ほ
ぼ
同

時
刻
に
別
の
場
所
で
地
震
が
発
生
す

る
と
、う
ま
く
解
析
で
き
ず
誤
っ
た
規

模
や
場
所
で
速
報
が
発
表
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、発
表
さ
れ
た
場
合

は
十
分
注
意
し
て
、地
震
へ
の
備
え
を

怠
ら
な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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音
声
や
画
像
で
伝
え
る

災
害
情
報

災
害
時
に
は
、正
確
な
情
報
を
早
く

入
手
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。市
で
は
、

災
害
時
の
情
報
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ

な
媒
体
を
使
っ
て
お
伝
え
し
ま
す
。

防
災
情
報
の
入
手
手
段

①
防
災
行
政
無
線

防
災
行
政
無
線

か
ら
の
放
送
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。聞

き
逃
し
て
も

35
-６
０
０
０
で
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
す（
有
料
）。

②
安
全
安
心
メ
ー
ル

携
帯
電
話
で

「
安
全
安
心
メ
ー
ル
」に
登
録
す
る
と
災

害
に
関
す
る
情
報
が
メ
ー
ル
で
通
知

さ
れ
ま
す
。（
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
）

次
の
ア
ド
レ
ス
を
入
力
、ま
た
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
込
み
、手
順
に
従
い
登

録
し
ま
す
。

http://w
w
w.city.takayam
a.lg.jp/i/

m
ail/

③
高
山
防
災
ラ
ジ
オ

緊
急
防
災
情

報
な
ど
を
自
動
で
放
送
し
、屋
内
で
防

災
情
報
を
得
る
の
に
非
常
に
有
効
な

ラ
ジ
オ
で
す
。緊
急
地
震
速
報
や
火
山

の
噴
火
情
報
の
ほ
か
、毎
日
正
午
と
午

後
６
時
に
は
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
も

放
送
し
て
い
ま
す
。設
置
は
、高
山
電
機

商
業
組
合
加
盟
店
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

④
エ
リ
ア
メ
ー
ル

市
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド

コ
モ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
た
取

組
み
で
、災
害
発
生
時
に
携
帯
電
話
の

メ
ー
ル
配
信
で
避
難
情
報
な
ど
を
伝

達
し
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
登
録
す
る
必
要
も
な

く
、専
用
の
着
信
音
で
お
知
ら
せ
し
、月

額
使
用
料
や
通
信
料
は
無
料
で
す
。対

応
で
き
な
い
機
種
も
あ
り
ま
す
。

食
料
や
生
活
用
品

各
地
域
ご
と
に
備
蓄

市
で
は
、災
害
時
に
必
要
な
食
料
や

生
活
用
品
な
ど
を
各
地
域
ご
と
に
備

蓄
し
て
い
ま
す
。　
食
料
関
係
／
ア
ル

フ
ァ
ー
化
米
、み
そ
汁
、粉
ミ
ル
ク
、ク

ラ
ッ
カ
ー
な
ど
　
給
水
関
係
／
浄
水

装
置
、給
湯
器
な
ど
　
避
難
所
救
護
所

関
係
／
毛
布
、カ
イ
ロ
、間
仕
切
り
、仮

設
ト
イ
レ
、発
電
機
、投
光
機
、エ
ア
ー

テ
ン
ト
な
ど
　
衛
生
用
品
関
係
／
お

む
つ（
大
人
用
、子
ど
も
用
）、生
理
用

品
、マ
ス
ク
な
ど
　
生
活
用
品
関
係
／

ラ
ッ
プ
、ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
な
ど エリアメールの

デモ画面

QRコード

屋外拡声器には無線電話
が装備されており、災害
対策本部につながります

自動起動防災ラジオ。利用料300円の
うち100円を市が助成し月額200円
で利用できます（平成25年3月まで）

非常食などの備蓄も進めています

さまざまな
媒体でお知らせする
災害時の情報

災
害
が
発
生
す
る
危
険
性
の
あ
る

地
域
の
方
へ
は
、市
か
ら
防
災
行
政

無
線
や
ヒ
ッ
ツ
Ｆ
Ｍ
放
送
、安
全
安

心
メ
ー
ル
、広
報
車
な
ど
で
避
難
に

関
す
る
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
避
難
準
備
情
報

災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
高
ま
っ

て
き
た
場
合
に
、避
難
の
準
備
を
促
す

た
め
に
発
表
す
る
情
報
で
す
。高
齢
者

な
ど
の
災
害
時
要
援
護
者
の
方
は
、こ

の
時
点
で
支
援
す
る
方
と
一
緒
に
避

難
行
動
を
始
め
て
く
だ
さ
い
。

○
避
難
勧
告

災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
よ
り
高

く
な
っ
た
場
合
に
、避
難
所
な
ど
へ

避
難
す
る
こ
と
を
勧
め
る
た
め
の
情

報
で
す
。発
表
さ
れ
た
ら
近
所
の
方

に
も
声
を
か
け
て
安
全
に
避
難
所
ま

で
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

○
避
難
指
示

避
難
勧
告
よ
り
も
災
害
の
緊
急

性
、危
険
性
が
高
い
場
合
に
発
令
さ

れ
ま
す
。た
だ
ち
に
確
実
な
避
難
行

動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

３種類ある
避難情報
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地震に備えて
～日ごろの準備と心得～特集

●
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
が
大
切
で
す

災
害
時
の
対
応
を
家
族
で
確
認

「
高
山
市
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」で
危

険
箇
所
や
避
難
所
、避
難
経
路
を
確

認
す
る
と
と
も
に
、「
高
山
市
避
難
マ

ニ
ュ
ア
ル
保
存
版
」で
、災
害
時
の
家

族
の
集
合
場
所
を
あ
ら
か
じ
め
相
談

し
た
り
、災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
の
使

用
方
法
な
ど
も
確
認
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

ま
た
、避
難
す
る
と
き
す
ぐ
に
持

ち
出
せ
る
よ
う
、「
非
常
持
出
品
」を

準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

耐
震
化
や
情
報
入
手
手
段
を
準
備

住
宅
の
耐
震
化
や
家
具
の
固
定
な

ど
の
ほ
か
、高
山
防
災
ラ
ジ
オ
の
設

置
な
ど
、災
害
情
報
の
入
手
手
段
を

準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
地
域
の
自
主
防
災
活
動
に
参
加
し
よ
う

阪
神
・淡
路
大
震
災
を
機
に
、「
自

分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
ろ

う
」と
い
う
意
識
の
も
と
、高
山
市
内

の
全
町
内
会
を
基
本
と
し
て
２
９
２

の
自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
、地

域
防
災
活
動
の
中
心
的
な
役
割
を
担

う
組
織
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、被
害
を

最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
は
、地
域

住
民
に
よ
る
防
災
活
動
が
大
変
重
要

で
す
。地
域
で
行
わ
れ
る
防
災
訓
練

や
防
災
講
演
会
な
ど
に
参
加
し
、地

域
ぐ
る
み
で
防
災
活
動
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

自主防災組織による防災訓練（国府町・広瀬町内会）

ハザードマップ㊨と避難マニュアル
危機管理室・各支所で取り扱っています

●木造戸建て住宅無料耐震診断の実施
市内に一戸建て木造住宅を所有される方を対

象に、無料で耐震診断を行っています。診断は岐
阜県木造住宅耐震相談士がお伺いします。
なお、耐震診断の結果報告書の受け取りまでに
は、申込みから４カ月程度かかります。
補助要件 市内に一戸建ての木造住宅を所有し、
市税に滞納のない方（＊木造以外の構造部分があ
る場合は対象外となります）
申込期間 ４月１日～10月31日
申込方法 所定の申込書での手続きが必要です。
詳しくはお問合せください。
◎この他、木造住宅の耐震工事や木造住宅耐震シ
ェルター設置への助成制度があります。（詳し
くは６月以降にお知らせします）

●学校の耐震補強工事の推進
地震に対する建物の安全性を数値化した｢IS値」
が0.7未満の耐震補強が必要な校舎や体育館の耐
震化を計画的に進めています
●橋りょうの耐震補強
老朽化している橋りょうの計画的な修繕によ

り寿命を伸ばすとともに、耐震補強を行っていま
す。今年度は猪

い

之
の

鼻
はな

橋（高根町）、三
さん

駄
だ

谷
たに

橋（清見
町）、若宮橋（石浦町）の修繕に取り組みます。
●総合防災訓練の実施
各種団体のご協力をいただき、地震発生を想定
して避難誘導、初期消火訓練などさまざまな訓練
を行っています。いつ起こるかわからない災害に
備え、地域のみなさんで訓練に参加しましょう。
なお、今年度は９月４日（日）開催の予定です。
●危機管理室の創設
災害や感染症などの市民の生命・財産を脅かす
事態やサイバーテロ、行政対象暴力など市行政の
運営に重大な支障が生じる事態などの危機管理
業務を統括する｢危機管理室」を新設し、迅速に対
応します。

問合先 都市整備課　　35-3159

安全・安心の
まちづくりに全力
高山市では、市民のみなさんの安全・安心を守

るため、各分野でさまざまな防災・安全対策に取
り組んでいます。

問合先 危機管理室　　35-3345
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飛
驒
高
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
の
被
災
地
で
活

躍
し
て
い
た
だ
け
る
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
登
録
を
開
始
し
ま

し
た
。

被
災
地
の
多
く
で
は
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
態
勢

が
整
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、今
後

態
勢
が
整
う
に
つ
れ
て
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
要
請
が
増
え
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。今
回
の

登
録
は
、被
災
地
か
ら
の
要
請

で
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
方
を

事
前
に
把
握
す
る
た
め
実
施
す

る
も
の
で
す
。

現
在
の
と
こ
ろ
活
動
日
や
活

動
先
は
未
定
で
す
が
、ご
協
力

い
た
だ
け
る
み
な
さ
ん
の
登
録

を
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
方
法

住
所
、氏
名
、連
絡

先
、資
格
、特
技
、希
望
す
る
役

割
な
ど
を

、
、
、

info@
takayam
ashakyo.net

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
で
登
録
受
付

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

登
録
ス
タ
ー
ト

●
救
援
物
資
は
４
月
６
日
ま
で
受
け
付
け

救
援
物
資

真
心
と
と
も
に
…

飛
驒
高
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
と
高
山
市
で
は
、東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
の
被
災
者
を
支
援
す
る
た
め
、市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の

救
援
物
資
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。真
心
と
と
も
に
た
く
さ
ん
の
物
資
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

献血に
ご協力

を
贈ろう。
あなたの気持ち

輸血用血液製剤や血しょう分画製剤は、多く
の献血者のご協力により安定した供給在庫を維
持しています。
しかし、これらには有効期限があることから
一時期に献血者が集中すると、期限切れが発生
し、医療機関への安定供給に支障をきたす恐れ
があります。皆様からの善意の献血を無駄にす
ることなく最大限に医療に活用するため、一時
期に偏ることのない継続的な献血が必要です。
ご理解のうえ今後とも献血へのご支援をお願い
します。
●４月６日㈬
午前９時～11時30分　日進木工（桐生町７）
午後２時～４時　上宝支所（上宝町本郷）
●４月７日㈭
午前９時～正午　平和メディク（上岡本町８）
午後１時30分～４時　ピュア高山（西之一色町３）

●
受
付
期
間

４
月
６
日
㈬
ま
で

●
受
付
時
間

午
前
９
時
〜
午
後

４
時

●
受
付
場
所

Ｊ
Ａ
ひ
だ
高
山
ト

マ
ト
選
果
場（
漆
垣
内
町
）

受
付
す
る
救
援
物
資

《
食
料
》

カ
ッ
プ
麺
、イ
ン
ス
タ
ン
ト
麺

《
生
活
用
品
》

バ
ス
タ
オ
ル
、タ
オ
ル
、タ
オ
ル
ケ

ッ
ト
、使
い
捨
て
カ
イ
ロ
、ウ
エ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、石
け
ん
、子
ど
も

用
紙
お
む
つ
、生
理
用
品
、子
ど
も

用
お
し
り
ふ
き

＊
被
災
地
の
状
況
に
よ
り
、毛
布

は
当
面
受
付
し
な
い
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

ご
協
力

い
た
だ
き
た
い
こ
と

①
被
災
地
で
の
仕
分
け
を
し
や
す

く
す
る
た
め
、同
一
品
目
ご
と

に
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
梱
包
し
て
く

だ
さ
い
。

大
き
く
品
目
と
数
量
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。ま
た
、小
さ
な
品
、

少
量
の
物
は
受
付
場
所
で
も
梱
包

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
上
記
以
外
の
物
資
は
当
面
受
付

で
き
ま
せ
ん
。

被
災
地
の
受
入
状
況
に
よ
り
、

受
付
す
る
物
資
が
変
更
し
た
場
合

は
、あ
ら
た
め
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

③
救
援
物
資
は
新
品
を
お
願
い
し

ま
す
。

④
食
料
の
賞
味
期
限
は
１
カ
月
以

上
あ
る
も
の
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
受
付
場
所
に
行
け
な
い
場
合
は
、

市
役
所
本
庁
、各
支
所
で
も
受
け

付
け
ま
す
が
、で
き
る
限
り
Ｊ
Ａ

ひ
だ
高
山
ト
マ
ト
選
果
場
へ
の

持
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
搬
送
手
段
を
お
持
ち
で
な
い
方

が
近
く
に
い
ま
し
た
ら
、声
を

か
け
て
一
緒
に
搬
送
し
て
い
た

だ
く
な
ど
、市
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先

飛
驒
高
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

支
援
セ
ン
タ
ー

32-

８
７
８
９

福
祉
課

35-

３
１
３
９

申
込
先

飛
驒
高
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

支
援
セ
ン
タ
ー

（
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

32-

８
７
８
９

34-

６
７
３
６

FAX

受付会場では中学生ボランティアも
精力的に作業していました



レベル５
（避難）

レベル４
（避難準備）

レベル３
（入山規制）

レベル２
（火口周辺規制）

レベル１
（平常）

予報警報
の略称

噴火
警報

火口
周辺
警報

噴火
予報

レベルとキーワード
居住地域に重大な被害
を及ぼす噴火が発生、
あるいは切迫した状態
居住地域に重大な被害
を及ぼす噴火が発生す
ると予想、あるいは可
能性が高まってきてい
る状況
居住地域の近くまで重
大な影響を及ぼす噴火
が発生、あるいは発生
すると予想される状況
火口周辺に影響を及ぼ
す噴火が発生、あるい
は発生すると予想され
る状況

火山活動は平穏

火山活動の状況

危険な居住地域から
の避難などが必要

警戒が必要な居住地
域での避難の準備、
災害時用援護者の避
難などが必要

通常の生活
入山規制

通常の生活

住民の行動など

登山禁止・入山規
制、危険な地域へ
の立入規制など

火口周辺への
立入規制など

特になし

登山者・入山者
への対応
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５
段
階
に
区
分
し
て

警
戒
を
呼
び
か
け

焼
岳
周
辺
は
、奥
飛
驒
温
泉
郷
、

上
高
地
と
全
国
的
に
も
有
数
の
観

光
地
が
あ
り
、住
民
の
安
全
確
保

は
も
と
よ
り
、入
山
規
制
な
ど
観

光
客
へ
の
迅
速
な
対
応
も
課
題
で

す
。そ
の
た
め
、平
成
22
年
３
月
に

焼
岳
火
山
対
策
協
議
会
を
設
立
し

先
月
２
日
、「
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
」

に
合
わ
せ
た
火
山
防
災
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。

今
回
導
入
し
た
｢噴
火
警
戒
レ

ベ
ル
｣は
、噴
火
時
な
ど
に
と
る
べ

き
対
応
を
踏
ま
え
て
、レ
ベ
ル
１

｢平
常
｣か
ら
レ
ベ
ル
５
｢避
難
｣の

５
段
階
に
区
分
し
、警
戒
を
呼
び

か
け
る
も
の
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
レ

ベ
ル
に
は
、火
山
周
辺
の
住
民
、観

光
客
、登
山
者
の
と
る
べ
き
防
災

行
動
が
一
目
で
分
か
る
キ
ー
ワ
ー

ド
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
の
導

入
は
、県
内
で
は
御
嶽
山
に
次
い

で
２
例
目
と
な
り
ま
す
。

焼
岳
の
噴
火
に

結
び
つ
く
状
況
な
し

一
方
、市
内
で
は
奥
飛
驒
温
泉

郷
地
域
を
中
心
に
地
震
に
よ
る
頻

繁
な
揺
れ
が
観
測
さ
れ
て
お
り
、

焼
岳
の
活
動
に
よ
る
火
山
性
の
地

震
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
心

配
さ
れ
ま
す
が
、気
象
庁
か
ら
は

現
時
点
で
焼
岳
の
噴
火
に
結
び
つ

く
よ
う
な
状
況
で
は
な
い
の
で
心

配
な
い
旨
の
報
告
を
受
け
て
い
ま

す
。ま
た
、東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
発
生
以
降
、全
国
の
活
火
山
に

お
い
て
は
微
弱
な
振
動
は
観
測
さ

れ
て
い
る
も
の
の
日
を
追
う
ご
と

に
減
少
傾
向
に
あ
る
と
の
こ
と
で

す
。気

象
庁
で
は
引
き
続
き
火
山
観

測
を
行
っ
て
お
り
、状
況
に
変
化

が
あ
れ
ば
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す

の
で
、地
震
情
報
な
ど
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
気
象
庁
で
は
、焼
岳
に
つ
い
て
、噴
火
し
た
時
な
ど
に
と
る
べ
き
防

災
対
応
な
ど
を
示
し
た『
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
』を
３
月
　
日
か
ら
導
入

し
ま
し
た
。

31

問
合
先
危
機
管
理
室

35-

３
３
４
５

国内の活火山の状況

ランクA

ランクB

ランクC

対 象 外
計

活動度が
特に高い活火山
活動度が
高い活火山
活動度が
ともに低い活火山
ランク分け対象外

区分 過去の活動度

  13

  36

  36

  23
108

火山数

―

焼岳、御嶽山

乗鞍岳、白山
アカンダナ山

高山市

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
を

焼
岳
に
導
入

火
山
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

焼岳
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市
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
政
策

を
立
案
し
決
め
て
い
く
過
程
に

市
民
の
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な

参
加
を
い
た
だ
く
た
め
、政
策

検
討
市
民
委
員
会
の
創
設
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

３
月
９
日
に
は
政
策
検
討
市

民
委
員
会
の
具
体
的
な
役
割
や

運
営
手
法
な
ど
を
検
討
す
る
第

１
回
政
策
検
討
市
民
委
員
会
設

立
準
備
委
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
。準

備
委
員
会
は
熱
意
と
意
欲

を
持
っ
て
委
員
に
応
募
さ
れ
た

市
民
24
人
、各
分
野
に
精
通
す

る
有
識
者
10
人
、お
よ
び
市
職

員
５
人
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

第
１
回
の
会
合
で
は
政
策
検
討

市
民
委
員
会
に
対
す
る
思
い
な

ど
多
く
の
意
見
を
出
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

今
後
、準
備
委
員
会
で
の
議

論
を
重
ね
、市
民
、有
識
者
、市

が
一
体
と
な
っ
て
市
民
参
加
の

し
く
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
の
概
要

○
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

対
象
者

中
学
１
年
生
か
ら
高

校
１
年
生
の
女
子

＊
た
だ
し
、１
カ
月
間
の
接
種

可
能
な
人
数
に
限
り
が
あ
る

こ
と
か
ら
、高
校
１
年
生
か

ら
中
学
１
年
生
ま
で
学
年
ご

と
に
受
付
す
る
予
定
で
す
。

標
準
的
な
接
種
パ
タ
ー
ン

３
回
接
種（
初
回
接
種
後
、１
カ

月
後
と
６
カ
月
後
）

副
反
応

一
般
的
な
ワ
ク
チ
ン

同
様
、接
種
し
た
後
に
は
注
射

を
し
た
部
分
が
痛
ん
だ
り
、か

ゆ
み
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。ま
た
、注
射
を
し
た
部
分
が

赤
く
腫
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

全
身
的
な
副
反
応
と
し
て

は
、疲
労
感
や
頭
痛
、吐
き
気
、

嘔
吐
、下
痢
、腹
痛
な
ど
が
あ
ら

わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、重
い
副
反
応
と
し
て
、

ま
れ
に
シ
ョ
ッ
ク
、ま
た
は
失

神
を
含
む
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
な

ど
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。助
成
に
つ
い
て
は
開
始

時
期
が
決
定
次
第
詳
細
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

○
ヒ
ブ（
Ｈ
ｉ
ｂ
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
菌
ｂ
型
）ワ
ク
チ
ン

対
象
者

２
カ
月
以
上
５
歳
未

満
の
乳
幼
児

標
準
的
な
接
種
パ
タ
ー
ン

初
回
免
疫
３
回（
４
〜
８
週
間

の
間
隔
）

追
加
免
疫
１
回（
初
回
免
疫
終

了
後
概
ね
１
年
）

副
反
応

局
所
反
応
が
中
心

で
、注
射
を
し
た
部
分
が
赤
く

腫
れ
た
り
、痛
み
な
ど
が
認
め

ら
れ
ま
す
。

○
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

対
象
者

２
カ
月
以
上
５
歳
未

満
の
乳
幼
児

標
準
的
な
接
種
パ
タ
ー
ン

初
回
免
疫
３
回（
27
日
以
上
の

間
隔
）

追
加
免
疫
１
回（
初
回
免
疫
終

了
か
ら
60
日
間
以
上
、か
つ
１

歳
を
過
ぎ
て
か
ら
）

副
反
応

局
所
反
応
が
中
心

で
、注
射
を
し
た
部
分
が
赤
く

腫
れ
た
り
、痛
み
な
ど
が
認
め

ら
れ
ま
す
。

●
接
種
費
用

無
料（
い
ず
れ

の
接
種
も
）

●
接
種
方
法

予
診
票
を
受
け

取
っ
た
後
、医
療
機
関
で
の

予
約
が
必
要
で
す

●
申
請
受
付

ヒ
ブ
と
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
次
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
で
感
染
予
防

ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
は
５
月
か
ら

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
は
安
定
供
給
が
確
認
で
き
次
第

第
１
回
政
策
検
討
市
民
委
員
会
設
立
準
備
委
員
会
を
開
催

と
も
に
考
え
る

市
民
参
加
の
し
く
み
づ
く
り

委員などを前にあいさつする
國島市長㊧

問
合
先
企
画
課

35-

３
１
３
１

市
で
は
子
宮
頸け

い

が
ん
予
防
、ヒ
ブ（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
）、小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
無
料
で

接
種
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
女
性
の
子
宮
頸
が
ん
や
乳
幼
児
の
細
菌
性
髄
膜
炎
な
ど
の
予
防
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

ヒ
ブ
と
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
５
月
か
ら
助
成
開
始
予
定
で
す
が
、子
宮
頸
が
ん
予
防

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、ワ
ク
チ
ン
の
安
定
し
た
供
給
が
確
保
で
き
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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もっと知りたい
ワクチンで予防できる病気のこと。
●子宮頸がん
子宮頸がんとは、子宮の入り口にできるがんのことです。最近は特に、20代
から30代の女性で患者が急増しています。進行すると、子宮を摘出するだけ
でなく命にかかわることもあります。子宮頸がんは、発がん性のヒトパピロー
マウイルス（HPV）というウイルスの持続的な感染が原因となって発症しま
す。このウイルスに感染すること自体は決して特別なことではなく、性交経験
がある女性であれば誰でも感染する可能性があります。

●細菌性髄膜炎
細菌性髄膜炎は乳幼児によく起こり、脳や脊髄を覆う髄膜に細菌が侵入し
て炎症を起こします。難聴や脳性まひなどの重い後遺症が残ったり、死亡に至
る場合もあります。小児用細菌性髄膜炎の原因菌は、ヒブ（インフルエンザ菌
ｂ型）が60～70％、肺炎球菌では20～25％とされています。いずれの細菌も
多くの子どもが喉や鼻の奥に持っている細菌ですが、体力や抵抗力が落ちた
時に、髄膜炎など命に関わる病気を引き起こす恐れがあります。
○ヒブ（インフルエンザ菌ｂ型）による細菌性髄膜炎
多くの場合は生後３カ月から５歳になるまでの子どもがかかります。２
歳未満のお子さんに多く、全国で毎年約600人の乳幼児がヒブによる髄膜
炎にかかっています。
○肺炎球菌による髄膜炎
全国で毎年約1,000人の子どもが肺炎球菌による髄膜炎にかかっていま
す。かかった子どもの半分以上は０歳児で、年齢とともに減ってきますが、
５歳ごろまではかかることが多い病気です。

ワ
ク
チ
ン
接
種
は

全
て
任
意
で
す

こ
れ
ら
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
、法
律
に
義
務
づ
け
ら
れ
た

も
の
で
は
な
く
、接
種
対
象
者

の
保
護
者
の
希
望
に
よ
る
任
意

の
予
防
接
種
で
す
。

ま
た
、子
宮
頸
が
ん
の
予
防

に
つ
い
て
は
、ワ
ク
チ
ン
接
種

だ
け
で
は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。ワ
ク
チ
ン
接
種
の
開
始
前

に
、が
ん
予
防
に
対
す
る
正
し

い
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、対
象
者
、ま
た
は
保

護
者
を
対
象
に
講
演
会
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。

な
お
、講
演
会
の
日
程
な
ど

に
つ
い
て
は
決
定
次
第
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

問
合
先
健
康
推
進
課

35-

３
１
６
０

高
山
市
総
合
交
流
セ
ン
タ
ー
の

整
備
に
つ
い
て
は
、昨
年
、市
民
の

み
な
さ
ん
か
ら
多
数
の
ご
意
見
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
回
、

意
見
募
集
の
結
果
を
参
考
に
、さ

ら
な
る
検
討
を
進
め
る
た
め
、「
高

山
市
総
合
交
流
セ
ン
タ
ー
検
討
委

員
会
」を
設
置
し
ま
す
。

委
員
会
は
関
係
団
体
の
代
表
者

や
市
職
員
で
構
成
し
、整
備
の
是

非
や
施
設
の
規
模
、機
能
、事
業
手

法
、整
備
場
所
な
ど
に
つ
い
て
検

討
を
行
う
予
定
で
す
。

第
１
回
検
討
委
員
会
を
開
催

期
日

４
月
12
日
㈫

時
間

午
後
１
時
30
分
〜

会
場

市
民
文
化
会
館（
昭
和
町
１
）

こ
の
委
員
会
は
ど
な
た
で
も
傍

聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。な
お

委
員
会
の
内
容
は
、市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●総合交流センター整備

検討委員会を
設置します
高山市総合交流センターの整備については
現在、その計画を一時休止しています。これま
で「広報たかやま」などで計画内容をお知らせ
し、ご意見を募集してきました。
今後はお寄せいただいたご意見を参考に、

「高山市総合交流センター検討委員会」で検討
を進めていきます。

問
合
先
駅
周
辺
整
備
課

35-

３
１
８
０

総合交流センターの内観完成イメージ
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●
高
山
市
議
会
第
１
回
定
例
会

平
成
23
年
度
予
算
な
ど
を
可
決

３
月
１
日
に
開
会
し
た
第
１
回

高
山
市
議
会
定
例
会
が
25
日
、閉

会
し
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
、総
額
約
７

４
２
億
円
と
な
る
平
成
23
年
度
一

般
会
計
、特
別
会
計・企
業
会
計
の

予
算
案
な
ど
、市
長
か
ら
提
案
さ

れ
た
す
べ
て
の
案
件
が
、い
ず
れ

も
報
告・可
決・同
意
さ
れ
る
と
と

も
に
、議
員
発
議
に
よ
る
高
山
市

議
会
基
本
条
例
な
ど
５
件
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

主
な
成
立
案
件

○
条
例
案
件（
11
件
）

▽
危
機
管
理
室
と
海
外
戦
略
室
を
新

設
す
る
条
例
改
正

▽
ス
キ
ー
場
事
業
特
別
会
計
を
観

光
施
設
事
業
特
別
会
計
に
統
合
す

る
条
例
改
正

▽
今
年
７
月
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の

国
府
文
化
ホ
ー
ル
を
設
置
す
る
条

例
制
定

▽
新
国
府
庁
舎
に
併
設
す
る
国
府

公
民
館
の
新
築
な
ど
に
伴
い
使
用

料
な
ど
を
変
更
す
る
条
例
改
正

▽
旧
歴
史
民
俗
資
料
館
高
山
市
郷

土
館
を
飛
驒
高
山
ま
ち
の
博
物
館

の
開
設
に
伴
い
、名
称
を
変
更
す

る
条
例
改
正

▽
岩
滝
簡
易
水
道
事
業
を
水
道
事

業
に
統
合
す
る
た
め
、給
水
人
口

な
ど
を
変
更
す
る
条
例
改
正

▽
旧
桜
野
集
会
所（
国
府
町
広
瀬

町
）を
広
瀬
町
町
内
会
に
無
償
譲

渡
す
る
た
め
の
条
例
改
正

▽
古
川
国
府
給
食
セ
ン
タ
ー
利
用

組
合
の
経
費
負
担
割
合
を
当
該
年

度
の
児
童
・生
徒
数
で
算
出
す
る

た
め
の
規
約
変
更

▽
清
見
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

（
清
見
町
坂
下
）を
廃
止
す
る
条
例

改
正

▽
オ
ケ
ジ
ッ
タ
１
３
０
５（
高
根

町
小
日
和
田
）を
廃
止
す
る
条
例

改
正（
施
設
は
無
償
譲
渡
）

○
予
算
案
件（
17
件
）

▽
除
雪
対
策
費
１
億
円
を
増
額
す
る

一
般
会
計
補
正
予
算
の
専
決
処
分

▽
切
れ
目
の
な
い
景
気
対
策
の
実

施
と
継
続
費
の
駅
周
辺
施
設
整
備

事
業
費
の
皆
減
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
一
般
会
計
補
正
予
算

▽
レ
セ
プ
ト
電
子
化
シ
ス
テ
ム
開

発
や
療
養
給
付
費
等
負
担
金
の
返

還
金
増
額
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

▽
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
、在
宅

介
護
慰
労
金
を
増
額
す
る
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
　
ほ

か○
事
件
案
件（
11
件
）

▽
飛
驒
舟
山
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
ア

ル
コ
ピ
ア
の
指
定
管
理
者
に
㈲
ひ

だ
桃
源
郷
を
指
定
。指
定
期
間
は

平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
の
３
年

間
で
す
。

▽
飛
驒
市
か
ら
委
託
を
受
け
て
い

た
清
見
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の

事
務
を
廃
止
す
る
た
め
の
規
約
変

更
　
ほ
か

○
請
願（
１
件
）＝
不
採
択

▽
学
校
図
書
館
職
員
の
外
部
委
託

の
中
止
を
求
め
る
請
願
書

屋
根
遮
熱
鋼
板
へ
の

葺
き
替
え
に
助
成

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
に
よ
る
地

球
温
暖
化
対
策
を
推
進
す
る
た

め
、屋
根
遮
熱
塗
装
の
塗
替
え
の

助
成
に
加
え
て
、屋
根
材
を
遮
熱

効
果
の
あ
る
鋼
板
材
に
葺
き
替

え
る
工
事
も
新
た
に
助
成
対
象

と
し
ま
し
た
。

対
象
者

市
民
、ま
た
は
市
内
に

事
業
所
が
あ
る
法
人

対
象
建
築
物

既
存
の
住
宅
、事

務
所
な
ど

補
助
条
件

施
工
面
積
25
平
方

㍍
以
上
、日
射
反
射
率
15
％
以

上
、鋼
板
ま
た
は
塗
料
の
色
が
基

準
値
内
、市
内
業
者
の
施
工

●
屋
根
遮
熱
鋼
板
葺
き
替
え

補
助
率

３
分
の
１

限
度
額

30
万
円

補
助
対
象
経
費
単
価

１
平
方

㍍
あ
た
り
６
千
円

●
屋
根
遮
熱
塗
装
補
助

補
助
率

３
分
の
１

限
度
額

20
万
円

補
助
対
象
経
費
単
価

１
平
方

㍍
あ
た
り
４
千
円

地
域
材
を
使
っ
た

新
築
や
増
改
築
に
助
成

地
域
材
の
利
用
を
拡
大
す
る

た
め
、構
造
材（
住
宅
の
骨
組
み

と
な
る
柱
や
土
台
な
ど
）に
一
定

量
以
上
の
地
域
材
を
使
用
し
た

木
造
住
宅
の
新
築
や
増
改
築
へ

助
成
し
て
い
ま
す
。制
度
の
詳
細

に
つ
い
て
は
着
工
前
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者

居
住
用
住
宅
の
新
築

や
増
改
築
を
行
う
建
築
主

対
象
住
宅

市
内
事
業
者
が
施

工
し
、主
な
構
造
材
の
80
％
以
上

に
地
域
材
を
使
用
す
る
住
宅
。な

お
、市
産
材
を
１
立
方
㍍
以
上
使

用
す
る
こ
と
が
必
須
条
件

補
助
金
額

地
域
材
の
使
用
量

１
立
方
㍍
あ
た
り
２
万
円

限
度
額

50
万
円

問
合
先
都
市
整
備
課

35-

３
１
５
９

問
合
先
林
務
課

35-

３
１
４
３

問
合
先
議
会
事
務
局

35-

３
１
５
２

議
会
改
革
に
よ
り
議
会
基
本
条
例
の
制
定
も

遮熱塗装等推進事業
匠の家づくり支援事業

住まいづくり
応援します
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市の各種委員会や審議会などの会議を公開して
います。
なお、公開する会議は市ホームページでもお知

らせしています。

委員会・審議会を公開しています。

企画課
　35-3131
選挙管理委員会
　35-3133
選挙管理委員会
　35-3133
企画課
　35-3131
生涯学習課
　35-3123
企画課
　35-3131
生涯学習課
　35-3123
農業委員会
　35-3141
駅周辺整備課
　35-3180
選挙管理委員会
　35-3133

開催日 会議名など 担当課
公開予定の委員会・審議会（４月中旬まで）

1日㈮

4日㈪

5日㈫

11日㈪

12日㈫

16日㈯

庁議（幹部会）
11：30～　市役所４階特別会議室
選挙管理委員会
  6：30～　市役所地下001会議室
選挙管理委員会
17：00～　市役所地下大会議室
庁議（幹部会）
  8：30～　市役所４階特別会議室
図書館資料選書委員会
10：00～　市役所３階行政委員会室
庁議（幹部会）
  8：30～　市役所４階特別会議室
図書館資料選書委員会
10：00～　市役所３階301会議室
農業委員会
14：30～　丹生川支所２階防災集会室
総合交流センター検討委員会
13：30～　市民文化会館２階2-5
選挙管理委員会
  9：00～　本庁地下001会議室

※開催日時が変更する場合がありますので、詳しくは担
当課にお問い合せください。  

※傍聴は先着順になります。  

近年、事業者内部からの通報がきっかけで、国民生活の
安心・安全を損なうような企業不祥事が相次いで明らかに
なっています。
そうした法令違法行為を、内部労働者が通報したこと

で、解雇などの不当な扱いを受けることがないよう、保護
される法律（公益通報者保護法）が制定されています。
通報先や不利益を受けたときの対応など、詳細について
は市公益通報相談窓口へお問い合わせください。
※秘密は守ります。匿名でのご相談はお受けできません。

ご存知ですか
公益通報相談窓口

月～金曜日までの
8：30～17：15

（祝日年末年始を除く）
問合先

市公益通報相談窓口
（市監査委員事務局内）
　35-3158

昨年４月から、荘川町と高根町で集落支援員として
活動された岩

いわ

田
た

志
し

保
ほ

さん㊨（荘川町）と宮
みや

森
もり

大
だい

輔
すけ

さん㊧
（高根町）が、１年間の活動を終えました。
お二人はＮＰＯ法人地球緑化センター（東京都）が行
う「緑のふるさと協力隊」事業の隊員として高山市に派
遣され、地域の要望に応じて主に高齢者や農業生産法
人の農作業補助、各種集落活動への参加、地域イベント
補助、集落訪問などさまざまな集落支援活動に精力的
に取り組んでいただきました。
お二人とも雪の多さには驚いたそうですが、何より

も地域のみなさんの温かさに一番感動したそうです。
１年間どうもありがとうございました。

うれしかった
地域・人の温かさ
集落支援員が１年間の活動を報告

●
軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

４
月
１
日
以
降
に
廃
車
や
名
義
変
更
な
ど
の
手
続
き
を
お
こ
な
っ

て
も
、当
該
年
度
分
は
４
月
１
日
の
登
録
地
で
旧
所
有
者
、旧
使
用
者

に
課
税
さ
れ
ま
す
。

●
減
免
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
方
で
、基
準
に
該
当
す
る
方
に

は
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。新
規
で
希
望
さ
れ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。（
申
請
の
締
切
日
は
納
期
限
の
７
日
前
と
な
り
ま
す
）

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
２
日
で
す

税
務
課
　
　
35-

３
１
３
６

問
合
先

問合先 地域政策課　　35-3524

問合先　税務課　　35-3136固定資産の調査
　税務課では支所地域を中心に土地の課税地目などの調
査を行いました。
　その結果、現況地目と課税地目が異なる事例が多く見
られ、固定資産税額が変更する場合があります。４月下旬
に送付する納税通知書をご確認ください。



４
月
１
日
か
ら
、よ
り
便
利

で
お
得
な
、の
ら
マ
イ
カ
ー
、ま

ち
な
み
バ
ス
の
定
期
券
を
発
行

し
ま
す
。

●
地
域
内
定
期
券

指
定
さ
れ
た
次
の
地
域
内
の

全
路
線
が
利
用
で
き
る
定
期
券

で
す
。

「
高
山（
東
西
南
北
線・岩
滝
線・

ま
ち
な
み
バ
ス
）」、「
丹
生
川
・

国
府
」、「
清
見
」、「
荘
川
」、「
一

之
宮
」、「
久
々
野
・
朝
日
・
高

根
」、「
上
宝
」

●
フ
リ
ー
乗
車
定
期
券

の
ら
マ
イ
カ
ー
・ま
ち
な
み

バ
ス
の
全
路
線
が
利
用
で
き
る

定
期
券
で
す
。

の
ら
マ
イ
カ
ー・ま
ち
な
み
バ
ス
の

定
期
券
を
発
行
し
ま
す
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高
山
市
議
会
議
員
選
挙

投
票
日
は
４
月
24
日
㈰

○
投
票
で
き
る
方

平
成
３
年
４
月
25
日
以
前
に
生

ま
れ
、平
成
23
年
１
月
16
日
以
前

か
ら
引
き
続
き
市
内
に
住
民
登
録

を
し
て
い
る
方
で
す
。

※
投
票
日
ま
で
に
高
山
市
以
外
の

市
町
村
・外
国
に
転
出
さ
れ
た

方
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

○
投
票
で
き
る
時
間

投
票
時
間
は
、午
前
７
時
か
ら

午
後
８
時
ま
で
で
す
。た
だ
し
、一

部
の
投
票
所
で
は
、投
票
所
閉
鎖

時
刻
が
異
な
り
ま
す
の
で
、ご
注

意
く
だ
さ
い
。

○
投
票
所
入
場
券

投
票
所
入
場
券
は
、19
日
ご
ろ

世
帯
ご
と
に
は
が
き
を
郵
送
し
ま

す
。１
枚
の
は
が
き
に
６
人
の
有

権
者
を
連
記
し
て
い
ま
す
の
で
、

シ
ー
ル
を
め
く
り
、投
票
日
に
は

１
人
ず
つ
切
り
離
し
て
投
票
所
ま

で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、投
票
所
は
、投
票
所
入
場

券
に
場
所
を
示
す
地
図
を
記
載
し

て
い
ま
す
の
で
、投
票
時
間
と
合

わ
せ
て
ご
確
認
の
う
え
、お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

○
期
日
前
投
票・不
在
者
投
票

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
、出
産

の
予
定
な
ど
で
投
票
に
行
く
こ
と

が
で
き
な
い
方
は
、期
日
前・不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。

期
間

４
月
18
日
㈪
〜
23
日
㈯

時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

場
所

市
役
所
地
下
ホ
ー
ル
、お

よ
び
各
支
所（
計
10
カ
所
）

※
投
票
所
入
場
券
が
届
い
て
い
る

場
合
は
、持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

入
場
券
が
届
く
前
で
も
４
月
18

日
㈪
以
降
で
あ
れ
ば
、期
日
前

投
票
が
で
き
ま
す
。

な
お
、病
院
な
ど
で
は
不
在
者

投
票
に
よ
り
投
票
で
き
ま
す
。

○
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
な

ど
で
基
準
に
該
当
す
る
方
は
、自

宅
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま
た
、郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在

者
投
票
の
対
象
者
の
う
ち
、自
分

で
投
票
な
ど
の
記
載
が
で
き
な
い

方
は
、あ
ら
か
じ
め
届
け
出
た
代

理
人
が
記
載
で
き
る
制
度
も
あ
り

ま
す
。こ
れ
ら
の
制
度
を
利
用
す

る
た
め
に
は
、あ
ら
か
じ
め
、手
続

き
が
必
要
で
す
。

投
票
用
紙
を
請
求
す
る
場
合

は
、投
票
用
紙
交
付
申
請
書
と
郵

便
投
票
証
明
書
を
４
月
20
日
㈬
午

後
５
時
ま
で
に
、市
選
挙
管
理
委

員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
開
票

開
票
は
、４
月
24
日
㈰
午
後
９

時
30
分
か
ら
市
役
所
地
下
ホ
ー
ル

で
行
い
ま
す
。有
権
者
の
参
観
は

自
由
で
す
。

高
山
市
で
は
、岐
阜
県
市
町

村
振
興
補
助
金
の
交
付
を
受
け

て
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

○
伝
統
文
化（
地
芝
居
）発
信
事

業（
荘
川
地
域
）

○
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

事
業（
荘
川
地
域
）

○
地
域
文
化
再
発
見
事
業（
一

之
宮
地
域
）

○
歴
史
案
内
人
育
成
事
業（
国

府
地
域
）

○
地
域
発
見
｢美
と
健
康
｣ツ
ア

ー
事
業（
上
宝
地
域
）

○
上
宝
・奥
飛
驒
温
泉
郷
地
域

間
連
携
促
進
事
業（
上
宝
地

域
）

事
業
に
活
か
し
て
い
る
市
町
村
振
興
補
助
金

４
月
24
日
㈰
は
、高
山
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す
。高
山
市
の
明
る
い

未
来
を
つ
く
る
大
切
な
選
挙
に
、み
な
さ
ん
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。投
票

日
に
投
票
で
き
な
い
方
は
、期
日
前
投
票
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先
選
挙
管
理
委
員
会

35-

４
６
７
７

こ
の
一
票
　
あ
な
た
が
つ
く
る
　
高
山
市

問
合
先
財
政
課

35-

３
１
３
２

みんなの一票大切に！

問
合
先
地
域
政
策
課

35-

３
５
２
４

便利で
お得です

地域内定期券料金
期間 通学 通学以外

１カ月

３カ月

６カ月

12カ月

3,670円

10,460円

19,820円

39,640円

4,280円

12,200円

23,120円

46,240円

乗車定期券料金
期間 通学 通学以外

１カ月

３カ月

６カ月

12カ月

5,500円

15,690円

29,730円

59,460円

6,420円

18,300円

34,680円

69,360円

・販売場所は、濃飛バス各窓口です。
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■市図書館
「煥章館」

飛驒
高山

まち
の博
物館

下一之
町

上一之町上二之町上三之町

下三之
町

神明町

川原町

西町朝日町

高山郵便局神田町

本町通り
本町通り宮川

宮川

下二之
町

橋
形
枡

橋
合
和

橋
柳 橋

筏 橋
中り

通
川
安

さ

り
通
ち
ま
ん

り
通
路
小
広

高山
陣屋

旧国道41号

交通規制に、ご理解とご協力をお願いします。

春の高山祭交通規制
普通車断続的に車両通行止

車両通行止

大型車・大特車進入禁止
14日㈭ 15：00～16：00
　　　  18：00～22：00
15日㈮ 14：00～15：30

14日㈭ 7：00～15日㈮ 21：00

14日㈭ 7：00～22：00
15日㈮ 7：00～18：00

14日㈭ 8：30～22：30
15日㈮ 8：30～18：00

車両通行止

鍛
冶
橋

日枝神社

弥
生
橋

国
分
寺
通
り

八
軒
町
通
り

屋
台
曳ひ

き
揃そ

ろ

え

▽
14
日
　
午
前
９
時
30
分
こ
ろ

〜
午
後
４
時
こ
ろ（
中
橋
詰
、

神
明
町
通
り
）

▽
15
日
　
午
前
９
時
30
分
こ
ろ

〜
午
後
４
時
こ
ろ（
中
橋
詰
、

上
一
之
町
通
り
）

か
ら
く
り
奉
納（
中
橋
詰
）

▽
14
日
　
午
前
11
時
こ
ろ
〜
午

後
３
時
こ
ろ

▽
15
日
　
午
前
10
時
こ
ろ
〜
午

後
２
時
こ
ろ

御
巡
幸（
祭
行
列
）

▽
14
日
　
午
後
１
時
こ
ろ
〜
４

時
こ
ろ

▽
15
日
　
午
後
０
時
30
分
こ
ろ

〜
４
時

夜
祭

▽
14
日
　
午
後
６
時
30
分
こ
ろ

〜（
中
橋
↓
本
町
通
り
↓
安

川
通
り
↓
上
一
之
町
）

※
天
候
な
ど
に
よ
り
変
更
ま
た

は
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

春
の
高
山
祭
は
４
月
14
〜
15
日

時
を
越
え
て
、花
開
く
心
意
気

市営駐車場の利用
４月14日㈭から15日㈮午後５時までの間は、市図書館などの市
施設をご利用の方も有料となります。

山王トンネル付近の通行
山王トンネル西側の片野町・森下町内は、御巡幸のため４月14日
㈭午後１時から３時ころまで渋滞が予想されます。皆様のご協力を
お願いします。

問
合
先
観
光
課

35-

３
１
４
５

問合先 維持課　　35-3340

春
の
飛
驒
高
山

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

夕
暮
れ
と
と
も
に
中
橋
や
江

名
子
川
沿
い
を
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
。幻
想
的
な
景
色
が
広
が
り

ま
す
。今
年
は
期
間
を
縮
小
し

て
実
施
し
ま
す
。

期
間

４
月
15
日
㈮
〜
４
月
下

旬時
間

午
後
７
時
〜
10
時

場
所

中
橋
お
よ
び
江
名
子
川

臥が

龍り
ゅ
う

桜・桜
ま
つ
り

樹
齢
千
百
年
の
臥
龍
桜
の
開

花
に
合
わ
せ
、特
産
品
の
販
売

や
屋
台
村
、案
内
所
が
開
設
さ

れ
ま
す
。４
月
17
日
㈰
は
コ
ン

サ
ー
ト
と
野
点
、俳
句
大
会
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

期
間

４
月
９
日
㈯
〜
５
月
５

日
予
定

場
所

臥
龍
公
園（
一
之
宮

町
）、俳
句
大
会
は
大だ

い

幢ど
う

寺じ

庫く

裡り

（
臥
龍
公
園
横
）

臥
龍
桜
日
本
画
大
賞
展

特
別
企
画
展

第
１
回
か
ら
21
回
展
ま
で
の

歴
代
大
賞
作
品
と
市
が
所
蔵
す

る
歴
代
審
査
員
の
作
品
も
同
時

に
展
示
し
ま
す
。国
指
定
天
然

記
念
物
｢臥
龍
桜
｣の
開
花
時
期

に
あ
わ
せ
て
開
催
し
ま
す
。

期
間

４
月
13
日
㈬
〜
５
月
１

日
㈰

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所
　
飛
驒
位
山
文
化
交
流
館

（
一
之
宮
町
）

問
合
先
観
光
課

35-

３
１
４
５

問
合
先
一
之
宮
支
所
基
盤
産
業
課

53-

２
２
１
１

問
合
先
一
之
宮
支
所
地
域
振
興
課

53-

２
２
１
１

春
春のイベント情報



●※印の会場は、昨年と異なりますのでご注意ください。

問合先　健康推進課　　35-3160犬の登録と狂犬病予防注射
料　金　登録料3,000円　注射料3,070円
　　　　※つり銭の無いようにご協力ください。
持ち物　登録済の方は、市役所から届いたハガキを必

ず持参
※必ず犬をつかまえておくことができる方が連れて
きてください。（つかまえておくことができない場
合は、接種できない場合があります。）

 ・狂犬病は、人に感染し、発症すると助からない恐ろしい病気です。
 ・狂犬病予防法により、飼い主には登録と４～６月の間に年１回の
狂犬病予防注射が義務付けられています。
 ・動物病院でも登録と狂犬病予防注射を受けることができます。
 ・法律に違反した場合、罰則が適用されることがあります。

■平成23年度犬の登録と狂犬病予防注射日程（４月分）

●丹生川、清見、一之宮、久々野、朝日、高根、国府、高山（追加）地区は、次号に５月分として掲載します。

実施日

４月18日
㈪

４月20日
㈬

４月25日
㈪

４月26日
㈫

４月27日
㈬

４月19日
㈫

地域 時　間
  8：50～  9：10
  9：20～  9：35
  9：40～  9：50
  9：55～10：10
10：15～10：30
10：45～11：00
11：05～11：20
11：30～11：45
13：30～13：40
13：45～13：55
14：00～14：15
  9：00～  9：10
  9：20～  9：30
  9：40～  9：50
10：00～10：20
10：25～10：35
10：50～11：00
11：10～11：25

11：30～11：45

13：30～13：40

13：50～14：00
14：10～14：25

場　所
高山市保健センター
高山市民文化会館
女性青少年会館
森下ふれあい会館
片野会館東側消防庫前
石浦公民館
千島公民館
空町駐車場
赤保木公民館
上切公民館
下切公民館
ゆうとぴあ稲荷湯
思い出体験館前駐車場
松原町公民館
原山スキー場駐車場
新宮公民館（消防庫横）
八日町前原公民館
山田町公民館
※（宗）崇教真光駐車場
（旧打江精機㈱跡地）
※辻ケ森神社北側駐車場
（資源ごみ拠点集積場横）
富士会館
ビッグアリーナ（下駐車場）

実施日地域 時　間
  9：00～  9：15
  9：20～  9：30
  9：40～  9：50
10：00～10：10
10：30～10：40
10：50～11：00
11：10～11：20
11：30～11：40
13：30～13：40
13：50～14：00
14：05～14：20
  9：30～  9：40
  9：45～  9：55
  9：30～  9：40
  9：45～  9：55
10：20～10：30
10：40～10：50
11：00～11：15
11：25～11：40
  9：30～  9：40
  9：50～10：05
10：15～10：25
10：40～10：50
10：55～11：10

場　所
大新町４丁目公民館
有斐ケ丘公民館
上野平公民館
三福寺農業研修センター
あけぼの会館
日の出町公民館
松之木公民館
東栄町公民館
桐生会館
本母公民館
冬頭町公民館
滝公民館
岩井町公民館
生井公民館
バス停数河前（滝町）
塩屋公民館
漆垣内町クリエートセンター
山口町公民館
下江名子倶楽部
石浦公民館
田谷消防ポンプ庫
堂殿消防ポンプ庫
吉野公民館
本郷多目的研修館

実施日地域 時　間
11：15～11：25
11：35～11：50
13：00～13：10
13：25～13：35
13：50～14：00
  9：30～  9：40
  9：50～10：00
10：05～10：15
10：35～10：45
11：00～11：05
11：15～11：30
11：35～11：45
13：00～13：15
13：25～13：35
13：50～14：00
  9：40～  9：50
10：00～10：05
10：15～10：30
10：40～10：50
11：00～11：15
11：25～11：35
11：40～11：50

場　所
在家集落センター
宮原公民館
見座集落センター
旧双六小学校跡
長倉多目的研修館
笹嶋ゴミステーション
田頃家公民館
今見公民館
中尾公民館
神坂公民館
栃尾診療所前駐車場
村上公民館
一重ヶ根公民館
上地ヶ根ゴミステーション
平湯公民館
六厩消防車庫
三谷公民館
黒谷公民館
一色公民館
荘川支所車庫前
牧戸公民館
下野々俣公民館

４月21日
㈭

４月25日
㈪

高
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これまでは障害年金を受ける権利が発生した当時に、
受給権者によって生計を維持している配偶者やお子様
がいる場合で、障害等級が１級または２級に該当する方
に加算を行っておりましたが、障害年金を受ける権利が
発生した後に、生計を維持することになった配偶者やお
子様がいる場合にも届出によって加算を行うことにな
ります。
●平成23年４月１日より前に、受給権発生後に生計を
維持する配偶者や子を有している場合
→法施行時（※１）から加算の対象となります。
※１　平成23年３月31日における生計維持関係を確認
●平成23年４月１日以降に、受給権発生後に生計を維
持する配偶者や子を有することとなった場合
→その事実が発生した時点（※２）から加算の対象と
なります。
※２　婚姻・出生等の事実が発生した日における生計

維持関係を確認

児童扶養手当の受給は、子の加算額と手当額を比較して有利
な方を受けとることとなります。詳しくは子育て支援課までお
問い合わせください。

障害年金加算改善法が
施行されます

市が発行する利用券で下記の施設
が年間20回まで半額で利用できま
す。今年度から、ひだまりの湯が加わ
りました。
対象 市内に住所を有する65歳以上
の方、または身体障害者手帳・療育手
帳・精神障害者保健福祉手帳をお持ち
の方
配布場所 高年介護課、総合・山王福
祉センター、身障会館、各支所地域振
興課
配布期間・有効期間 ４月１日～平成
24年３月31日（１人年１回限り。再発
行不可）
※本人確認ができる保険証などを持
参ください（代理人の場合も同様）。
指定温泉保養施設 ジョイフル朴の
木宿儺の湯、四十八滝温泉しぶきの湯
遊湯館、ひだ荘川温泉桜香の湯、ヘル
シーランド奥飛驒タルマのゆ、塩沢温
泉七峰館、臥龍温泉ひまわり、くるみ
温泉宿、ひだまりの湯
指定公衆浴場（銭湯） 神田湯、弘法
湯、鷹の湯、天満湯、中橋湯、松倉湯、桃
の湯、ゆうとぴあ

銭
湯
・
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泉
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設
で
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く
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に
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用
で
き
る
助
成
券
を
発
行

問合先 高年介護課　　35-3181

問合先 高山年金事務所  　32-6111
市民課・各支所地域振興課



◎休日、夜間等の急病の場合、受診できる医療機関の問い合わせは、高山地域救急病院案内（　34―3799）へ
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くらしと健康 問合先　健康推進課　　35-3160くらしと健康くらしと健康
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相談名 対象となる方 期　日 受付時間 持ち物 場所

4 カ 月 児 健 診

1 歳 6 カ 月 児 健 診

　 　
2 歳 児 相 談

3 歳 児 健 診

市 民 健 康 相 談

医 科 診 療

歯 科 診 療

小 児 夜 間 診 療

母子健康手帳を受けていない妊婦
出産予定が23年９月の妊婦
出産予定が23年８月の妊婦
出産予定が23年７月の妊婦
出産予定が23年６月の妊婦と夫

育児、食生活、生活習慣病などに
ついての悩みや相談ごとのある方

休日に急に病気になった方

日曜日に歯が痛くなった方
小児のフッ素塗布希望の方

夜間に急に病気になった方

22年
22年
22年
21年
21年
21年
21年
21年
20年
20年

11月21日～
12月 1日～
12月11日～
9月 1日～
9月16日～
3月 1日～
3月11日～
3月21日～
3月 1日～
3月16日～

11月30日生まれ
12月10日生まれ
12月20日生まれ
9月15日生まれ
9月30日生まれ
3月10日生まれ
3月20日生まれ
3月31日生まれ
3月15日生まれ
3月31日生まれ

12・26
4
11
18
25
7
22
28
8
27
8
22
28
13
20

13：15～13：30
13：15～13：30
13：15～13：30
13：15～13：30
  9：15～  9：30

13：00～13：45

12：30～13：30

  9：15～  9：45

12：30～13：30

  9：00～11：00

  8：30～12：00

  8：30～11：30
13：00～14：30

  8：30～11：30

20：00～21：30

母 子 健 康 手 帳
問 診 票
バ ス タ オ ル

母 子 健 康 手 帳
問 診 票
母子健康手帳・問診票・子
ども用フォーク・お手ふ
き・歯ブラシ・コップ・お茶

母子健康手帳・問診票
尿・歯ブラシ・コップ

乳幼児の相談の方は
母 子 健 康 手 帳

市保健センター内
高山市休日
診療所
　35－3175

毎週月～金
（祝日を除く）
毎週木曜日
（祝日を除く）
3・10・17
24・29

市保健センター

各支所

久美愛厚生病院内
小児夜間初期救急診療室
　32-1115

1・8
15・22

3・10
17・24

健 康 保 険 証
医 療 受 給 者 証
（受給されている方）
フッ素塗布：1,050円
健 康 保 険 証
医 療 受 給 者 証

妊 婦 教 室  
妊 婦 教 室
妊 婦 教 室
妊 婦 教 室  

母 子 健 康 手 帳 交 付
第1回
第2回
第3回
第4回

母 子 健 康 手 帳

必要な方は水分補給の
ための飲み物

妊 娠 証 明 書
上のお子さんの母子健康手帳

集
団
予
防
接
種   （
３
月
）の
お
知
ら
せ

ポ
リ
オ
は
41
日
以
上
の
間
隔
で
２
回（
春
期
と
秋
期
に
実
施
）

※お住まいの地域での接種が原則ですが、他の地域
で接種を希望される場合は、ワクチン準備の関係
がありますので健康推進課までご連絡ください。

○必要なもの　母子健康手帳・予診票（白色）
○料金　無料
○予防接種が受けられない方
　①下痢・発熱・重い急性の病気
　②他の生ワクチン（麻しん・風しん、BCGなど）接種後28日未満
　③不活化ワクチン（DPT三種混合、日本脳炎など）接種後7日未満
○かかりつけの医師に相談が必要な方
　①心臓病、腎臓病、肝臓病、血液の病気や発育障害などで治療を受けて
いる方

　②過去にけいれん（ひきつけ）を起こした方
　③１カ月以内にウイルス性疾患（突発性発疹、手足口病、水ぼうそう、お
たふくかぜなど）にかかった方

※子どもの定期予防接種は、保護者の同伴が原則です。保護者が同伴で
きない場合は、予診票裏面の委任状の記入が必要です。

●妊婦歯科検診が無料で受けられるよう
になります（１回）。

●妊婦健康診査にクラミジアの検査が追
加されます（無料）。

●宅配牛乳の購入費を３カ月間助成しま
す。（１本100円の牛乳を65円で購入で
き、さらに１カ月あたり1,000円の助成
が受けられます。）

※該当される方には、ご案内を発送しており
ますが、届かない場合は、ご連絡ください。
　４月から、特定不妊治療の助成額が
増額されます。１回あたりの助成上限
額が10万円から30万円に引き上げら
れます。

４月 のこころの健康相談
高 山
朝 日

６日㈬
20日㈬

13：30
　～15：00

市保健センター
朝日保健センター

・精神科医による無料相談です
・予約が必要です

地 域 相談日 時　間 場　所 内　容

申込先 飛驒保健所
　33-1111（内310）

ポリオ 生後３カ月以上７歳６カ月
未満のお子さんが対象

地　域 場　　　所

市 保 健 セ ン タ ー

丹生川保健センター
清 見 診 療 所
荘 川 診 療 所
久々野保健センター
朝日保健センター
日和田出張診療所
国府保健センター
奥飛驒総合文化センター
上宝保健センター

高 山
一之宮
丹生川
清 見
荘 川
久々野
朝 日
高 根
国 府
上 宝
奥飛驒

４月 ５月 受 付 時 間

13：20～14：20

12
24
16
11

18

6・17・19
27・30・31

14：00～14：30
15：30～16：00

13：30
13：30～14：00
13：20～13：30

14：00
13：00～13：30
13：45～14：00
15：15～15：30

妊婦への支援が
拡充します

　今年度対象の方に、予診票を送付して
います。流行が始まる前に早めに接種し
ましょう。
対象者　
 ・第1期：満１歳の誕生日から２歳の誕生
日の前日まで

 ・第2期：就学前1年間にある人（年長児）
平成17年4月2日～平成18年4月1日生まれの方
 ・第3期：中学1年生
平成10年4月2日～平成11年4月1日生まれの方
 ・第4期：高校3年生に相当する年齢の方
平成5年4月2日～平成6年4月1日生まれの方
接種期限　平成24年３月31日まで
　　　　　（第１期以外）
料金　無料（市が負担）
　　　※期限を過ぎると自費になります。
場所　指定の医療機関に予約をして、受け

てください。
持ち物　予診票（白茶色）、母子健康手帳
（対象者には、予診票をお送りしています。）

麻しん風しん予防接種（MRワクチン）を
接種しましょう！

27

26

14

◎高山・一之宮地域の場合、日程の前半は混雑が予想
　されますのでご了承ください。

15
2011.4.1



文化振興事業支援補助金
申　込
問合先

生涯学習課
　35-3155

　市民の自主的な文化活動を支援
し、文化の振興を図るため、文化事業
に要する経費の一部に補助金を交付
します。
補助団体　①文化活動を目的とした
団体（実行委員会などの組織含む）
②市内に在住・事務局がある団体
③当補助金の交付を過去４回以上受
けていない団体
対象事業　①文化振興を図る目的で、
市民を対象に、市内で行われる事業
②収益を求めない事業
補助金　補助対象経費の３分の１以
内、上限45万円
申請方法　５月31日㈫までに申請書、
事業計画書、事業予算書、団体の構成
メンバー一覧、団体の活動目的および
活動実績がわかるものを添えて提出

ふるさとくぐの会
平成23年度会員

申　込
問合先

ひだ桃源郷くぐの観光協会
　52-2270
http://www.kuguno.jp

　会員に、市場に出る量の少ない桃や
インターネット上で販売していない
アップルパイのセットなどもお届け
します。また、飛驒の自然とふれあっ
ていただけるイベントや自然を利用
した各種特典をご案内します。
募集期間　３月１日㈫～７月31日㈰
参加料　Ａコース 5,000円

Ｂコース10,000円
Ｃコース20,000円
Ｄコース30,000円

申込方法　７月31日㈰までに

募
集

メール　　　 市ホームページ　　   ファックス 　　　電話　　　　　  ハガキ・往復ハガキ　　　郵送
で申し込む場合は、講座名・住所・氏名・電話番号を明記

往復
ハガキ

往復
ハガキ

リフォーム製品フェア

　不用品をリフォームし、不用品の
再利用を促進し、ごみの減量化を図
ります。100円均一製品なども準備
しています。
資格　高山市民であること。１人１

点まで（100円均一製品など
を除く）

応募期間　４月11日㈪～16日㈯
　　　　　午前８時30分～午後４時
　　　　　４月17日㈰午前10時から正午
抽選　同一製品に応募者が多数ある

場合は４月17日㈰午後１時
から抽選を行い、当選された
方にはご連絡します。

場所　資源リサイクルセンター（三
福寺町）

問合先　資源リサイクルセンター
　35-1244

　クライミングウォールの基本テク
ニック、登るための技術の確保、ルー
ルやマナーについて学びます。
対象　市内在住の高校生以上、または

市内在勤者
期日　４月23日㈯　※雨天中止
時間　午後１時30分～４時30分
場所　ビッグアリーナ（中山町）
定員　15人（先着順）
参加料　1,000円（保険料など）
申込方法　４月13日㈬までに
　　　　　ビッグアリーナ窓口・

クライミング利用者講習会
申　込　㈶高山市体育協会
問合先　　34-3333

　放送大学岐阜学習センターでは、学
生に限らず広く地域の方々の生涯学
習を支援するため、放送大学客員教授
が直接授業を行う放送大学セミナー
を開催します。
「ドイツ語：ウィンナ・オペレッタを読
み、聴く」（全６回）
期日　５月７日㈯以降、６月18日まで

の毎週土曜日（６月４日を除く）
時間　毎回午後１時30分～３時
「中国学セミナー‒『詩経』と『楚辞』‒」
（全６回）
期日　５月12日㈭以降、６月16日ま

での毎週木曜日
時間　毎回午後１時～２時30分
参加資格　どなたでも
場所　市民文化会館（昭和町１）
定員　各20人程度
参加料　無料
申込方法　　  で随時

放送大学セミナー受講生
申　込
問合先

放送大学岐阜学習センター高山分室
　33-8333

なんでも相談会
問合先　労福協飛驒支部
　　　　　57-7211

　生活問題、融資・保障の生活改善な
ど弁護士による無料相談会です。
期日　４月９日㈯
時間　午前９時～午後０時30分
場所　飛驒地区労働者福祉会館
　　　（名田町５）
定員　７人（定員になり次第締切）
　　　※開催週の月曜日から予約受

け付けします。

第45回全国建具展示会審査委員
問合先　斐太建具協同組合
　　　　　32-1716　FAX32-8030

　６月17日～19日の３日間、飛騨・世
界生活文化センターで開催される第
45回全国建具展示会の審査委員を募
集します。
募集人員　３人
審査日時　６月16日㈭　午前９時～
午後３時
場　所　飛驒・世界生活文化センター
（越後町）
応募方法　４月５日㈫までに郵便番
号、住所、氏名、電話番号を　  、

自衛官募集 申込・問合先　自衛隊岐阜地方協力本部高山出張所　　32-3028

幹部候補生

一般曹候補生
（第１回）

指揮官を養成し、約１
年で３尉へ任官
部隊の中核となる曹
を養成します。２年９
カ月経過後、選考によ
り３曹へ昇任

種目

４月１日
～

５月６日

受付期間概　要
５月

14日・15日

５月21日

一次試験日
20歳以上
26歳未満

18歳以上
27歳未満

受験資格

※年齢は、平成24年４月１日現在です。

　大学卒業予定者、高校等既卒者を対象にした自衛官採用試験の受付を行
います。

2011.4.1
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　市国民健康保険または、後期高齢者
医療制度の被保険者（全年齢対象）で、
保険料に未納がなく、昨年受診されて
いない方を対象に脳ドック検診を行
います。
検査内容　脳外科医による診察、頭部
単純撮影、頸動脈エコー、MRI、MRA
撮影、心電図、尿検査、血液検査など
期日　５月10日から３月13日までの
毎週火曜日（休日などを除く）
時間　午前11時30分～午後３時30分
頃まで
場所　久美愛厚生病院（大新町５）
定員　50人（超えた場合は抽選）
参加料　自己負担金13,000円
申込方法　４月12日㈫までに、生年月
日、住所、氏名、電話番号、保険証の記
号番号（国保）または被保険者番号（後
期高齢）、希望する月を明記し、　  ま
たは　  （必着）

申　込
問合先

福祉課
　35-3139

申　込　市民課
問合先　　35-3137募

集
募　集

申　込　子育て支援課・各支所地域振興課
問合先　　35-3140

　県では、交通遺児および犯罪被害遺
児の方に激励金をお贈りしています。
対象者　５月５日現在、県内に居住さ
れており、交通事故または犯罪被害に
より、父または母を亡くされた方で、
義務教育修了までの方および高等学
校在学中（高等専門学校３年修了まで
の方、特別支援学校の高等部在学中の
方を含む）で満20歳未満の方
激励金の額　（１人あたり）乳幼児お
よび小学生15,000円、中学生20,000
円、高校生等25,000円

岐阜県交通・犯罪被害遺児激励金

◎図書館の４月特集コーナー：【児童】『第16回日本絵本賞』　【一般】『大正100年』

図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ 問合先　市図書館「煥章館」     32-3096

　図書利用カードを作成すれば、煥章館やお近くの分館のどこでも資
料を借りることができ、予約・リクエストなどのサービスが利用でき
ます。
【はじめての方は…】
 ・「高山市図書館利用申込書」に住所、氏名、電話番号などをご記入の
上、本人確認の証明書（住基カード、運転免許証、保険証、学生証な
ど）と一緒に受付カウンターにお申し出ください。

 ・「住民基本台帳カード（図書利用カード機能付き）」、または「バーコ
ードカード」を選択することができます（併用もできます）。

【登録情報を変更するには…】
 ・住所や電話番号が変わったら、変更手続きをしてください。
 ・「高山市図書館利用申込書」に必要事項を記入し、本人確認の証明書
と一緒に受付カウンターにお申し出ください。

図書利用カードの作成
　期間中、手作りの「しおり」をプレゼント
します。
期間　４月23日㈯～5月12日㈭
場所　市図書館「煥章館」および分館
対象　図書館で本を借りた方（大人も可）

こどもの読書週間

脳ドック健診

　市内在住の重度障がい者の方にタ
クシー利用料の一部を助成します。
対象者
 ・身体障害者手帳1級、または下肢・
体幹・視覚障がい2級の方

 ・療育手帳A・A1・A2の方
 ・精神障害者保健福祉手帳１級の方
※ただし、自動車税・軽自動車税の減
免を受けている方は対象外です。

交付枚数　年間24枚。下肢または体
幹機能障がいで車椅子常用者と視覚
障がい者は48枚
持ち物　印鑑、身体障害者手帳・療育
手帳・精神障害者保健福祉手帳のいず
れか
※平成22年度分（黄緑色）のチケット
の余りがある方は返納してください。
申請場所　福祉課、各支所地域振興
課、山王福祉センター
※土日・祝日の交付は行っていません。

重度障がい者
タクシー利用助成券

市営空町駐車場の特定日
特定日：４月14日㈭・15日㈮
４月29日㈮～５月４日㈬

通常、市図書館「煥章館」をご利用の方には、２時
間までの無料処理をしておりますが、この期間
は午後５時まで無料処理を行いません。なお、
14日は夜祭のため終日有料です。

午後７時～９時30分
午後７時～９時30分
午前10時～正午
午後７時～９時

午前9時30分～11時30分
または

午後１時30～３時30分

そば打ち体験教室
うどん打ち体験教室
グラスアート教室

陶芸教室１回コース
陶芸教室２回コース
陶芸教室４回コース

4月13日㈬
4月20日㈬
①4月21日㈭
②5月19日㈭

希望日

1,000円
500円
1,000円

3,000円
5,000円
8,000円

4月  6日㈬
4月13日㈬
4月14日㈭

実施日の
１週間前

16人
16人
10人

30人

対象　市内在住・在勤の方（グラスアート教室は
①・②とも出席できる方）

場所　荒城農業体験交流館・荒城郷雅窯（国府町八日町）
申込方法　　  （火曜日を除く）・　  （定員を超え

た場合は抽選）

申　込　荒城農業体験交流館
問合先　　72-1066 FAX72-1067
　　　　荒城郷雅窯（陶芸教室）
　　　　　72-3840 FAX72-5351

時間体験教室名 期日 参加費 申込期限定員

荒城農業体験交流館体験教室

市役所の住所　〒506-8555 花岡町2-18
ホームページアドレス http://www.city.takayama.lg.jp/

問合先　ハローワーク高山
　　　　　32-5122、32-5126

　ハローワークでは、未就職のまま卒
業された方へのさまざまな支援を行っ
ていますので、ぜひご利用ください。
　また、採用をお考えの事業主の方
は、ご連絡をお待ちしております。

新卒者のみなさん
ハローワークをご利用ください
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申　込　岐阜県宅地建物取引業協会飛驒支部
問合先　　36-1396

お
し
ら
せ

●司法書士無料法律相談
司法書士会高山支部による法律相談所
期日　４月16日㈯
時間　午後１時～５時
場所　市民文化会館（昭和町１）
申込方法　事前に
申　込　岐阜県司法書士会事務局
問合先　　058-248-1715

●不動産無料相談
宅建協会飛驒支部による相談所
期日　４月12日㈫
時間　午後１時～３時
場所　宅建協会飛驒支部事務所（総和町２）
申込方法　直接会場へ

問合先　福祉課　　35-3139

問合先　会計室
　　　　　35-3151

●４月前半のケーブルテレビ番組（主なもの）●

※ケーブルテレビでは、このほかにもいろいろな番組を放送しています。ぜひご覧ください。

わがまち再発見

番　組　名 放　送　内　容

○月水金　7：30～  11：30～  19：00～  22：00～
○火木　　8：30～  12：30～  18：00～  23：00～
○土日　 10：30～  15：00～  20：00～  23：30～

○月水金　8：30～  14：00～  20：00～  23：30～
○火木　　7：30～  15：30～  19：00～  22：00～
○土日　　6：30～  12：30～  18：00～  22：30～

飛驒高山情報局

○月水金　12：30～  20：30～  23：00～
○火木　　12：00～  19：30～  21：30～
○土日　　11：30～  18：30～  22：00～

ハイ！ 市役所です

伝統工芸を守り継ぐ人々
～宮笠・小屋名しょうけ・有道しゃくし～

宮中学校完成式
飛驒生きびな祭
清見小学校卒業式　ほか

ハイ、市長です～國島市長の近況報告～
桜の名所に出かけませんか

問合先　秘書課
　　　　　35-3130

また、始業前の時間、市役所の市長室を市長と市民との対
話の場として開放しています。お気軽にお越しください。
●開放時間／午前７時すぎから８時30分まで
＊出張や特別な行事がある場合を除きます。（月～金曜日）

市長室へようこそ市長室へようこそ
４月13日（水）

8：30～12：00
※事前にご予約ください。

○市民と市長の
　面談日

障がい者就労相談
申　込　福祉課
問合先　　35-3139

　市内にお住まいの障がいのある方か
らの就労に関する相談を開催します。
期日　４月19日㈫
時間　午後１時～３時30分
相談時間　１人30分程度
場所　市役所201会議室（花岡町２）
※予約の方を優先させていただきます。

●水道メーター・水道管の凍結にご注意ください。
●水道メーター付近の除雪にご協力願います。

水道工事当番店〔４月〕 問合先  上水道課 　35-3149（各支所管内の宅内修繕は、施工した指定工事店で対応します）
高山地域

2㈯
3㈰
9㈯
10㈰
16㈯
17㈰
23㈯
24㈰
29㈷
30㈯

㈱蜘手製材所
㈲中洞設備
浜田設備工業㈲
㈱アクアテック
㈱神高高山営業所
㈱大洞水道
橋本工業㈱高山支店
㈲島久設備
㈲桜本配管工事店
松井水道㈲

33-3000
34-3447
34-1118
36-2680
33-0369
34-0399
73-5464
34-4509
32-5555
33-1219

国府地域

上宝・奥飛驒温泉郷地域

４
月
中 

土
日
祝

期日 指定工事事業者 電　話
2㈯
3㈰
9㈯
10㈰
16㈯
17㈰
23㈯
24㈰
29㈷
30㈯

㈲上西技研

㈲下形設備

㈲森本配管工事店

吉本設備㈲

㈲八賀設備

72-2285

72-3009

72-3067

72-3323

72-2939

期日 指定工事事業者 電　話

2㈯
3㈰
9㈯
10㈰
16㈯
17㈰
23㈯
24㈰
29㈷
30㈯

㈲大下設備工業

㈲中本設備

㈲大下工業所

㈲大下設備工業

㈲中本設備

0578-86-2413

0578-86-2606

0578-86-2331

0578-86-2413

0578-86-2606

期日 指定工事事業者 電　話

朝日・高根地域

2㈯・3㈰
9㈯・10㈰
16㈯・17㈰
23㈯・24㈰
29㈷・30㈯

㈲大道石油

㈲朝日電気工事商会

55-3074

55-3061

久々野地域

期日 指定工事事業者 電　話

2㈯・3㈰
9㈯・10㈰
16㈯・17㈰
23㈯・24㈰
29㈷・30㈯

㈲山本商会

㈲洞口住設

アクシス

52-3131

52-3284

52-0020

期日 指定工事事業者 電　話

その他支所地域

丹生川支所／㈲こがいと設備
一之宮支所／㈲川原設備
清見支所／㈲橋詰設備
　　　　　㈲梅地土建
荘川支所／㈲奥美濃設備
　　　　　㈲橋詰設備

78-1552
53-2043
68-2109
68-2614
05769-2-2460
68-2109

期日 指定工事事業者 電　話

子ども医療受給者証の更新
　４月から小学校に入学されるお子さまの福祉医療費受給者証（就学前）の有効期
間が満了しますので、新たに「義務教育終了まで」の手続きが必要になります。
　該当するご家庭には３月中旬に案内ハガキをお送りしていますので、まだお
済みでない方は、４月中に手続きしてください。
●申請場所　　福祉課、各支所地域振興課
●必要なもの　印鑑、健康保険証、福祉医療費受給者証（就学前）

メール　　　 市ホームページ　　   ファックス 　　　電話　　　　　  ハガキ・往復ハガキ　　　郵送
で申し込む場合は、講座名・住所・氏名・電話番号を明記

往復
ハガキ

往復
ハガキ

　４月１日から、市指定金融機関
が、飛驒信用組合から㈱十六銀行
に交替しました。なお、市の公金
取扱金融機関は変更ありません
ので、従来どおり税などの取扱い
ができます。

指定金融機関が交替しました

2011.4.1
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1日（金）
2日（土）

6日（水）
7日（木）
9日（土）

10日（日）

14日（木）

16日（土）
19日（火）
23日（土）
24日（日）
27日（水）
28日（木）

2012新規学卒者就職ガイダンス
第60回飛驒生きびな祭（～３日　高山陣屋・飛
驒の里・飛驒一宮水無神社ほか）
市内小学校入学式
市内中学校入学式
臥龍桜・桜まつり（～５月５日予定　一之宮町）
リサイクル資源回収（久々野地区社教）
岐阜県議会議員選挙投票日
ＪＲ東海沿線記念植樹（一之宮町）
春の高山祭（～15日）

リサイクル資源回収（宮中PTA、江名子保育園保護者会）
新就職者歓迎のつどい（市民文化会館）
栃尾温泉桜まつり（～５月５日）
高山市議会議員選挙投票日
町内会連絡協議会総会
2011春  飛驒地域就職ガイダンス

各種相談窓口をご利用ください （４月）

高　山

丹生川
清　見
荘　川
一之宮
久々野
朝　日
高　根
国　府
上　 宝
奥飛驒温泉郷

地域　　　　　　  行政相談　　　　　　　　　 心配ごと・結婚相談　　　　　　　　   人権相談

４月のこよみ

市役所の住所　〒506-8555 花岡町2-18
ホームページアドレス http://www.city.takayama.lg.jp/

15日㈮／午後1時～4時／丹生川支所

10日㈰／午前９時～正午／飛驒位山文化交流館

6日㈬／午後1時～4時／旧教育会館

19日㈫／午後1時～3時／山王福祉センター

6日㈬／午後1時～4時／旧教育会館

11日㈪／午前９時～正午／高根福祉センター

20日㈬／午後6時～9時／朝日支所

10日㈰／午前９時～正午／きよみ館（清見支所）

おしらせ

民生児童委員が
高齢者のお宅を訪問します
問合先　高年介護課
　　　　　35-3181

　高齢者の地域での安全な生活を支
援するため、民生児童委員が高齢者が
いる世帯を訪問し、世帯の状況や、緊
急時の連絡先などについて確認しま
すので、ご協力をお願いします。
対象　市内にお住まいの65歳以上の

方
期間　４月１日㈮～５月10日㈫

大規模開発縦覧
問合先　都市整備課
　　　　　35-3139

　高山市美しい景観と潤いのあるま
ちづくり条例に基づき、大規模開発事
業の構想届出書縦覧を行います。この
開発事業構想については４月22日㈮
まで意見を提出することができます。
開発事業者　大洋薬品工業株式会社
代表取締役　島田　誠
（高山市松之木町1040番22号）
事業名　大洋薬品工業㈱高山工場　
　　　　第33期工事 第５注射プロジ

ェクト
内　容　工場（医薬品製造）の増築工事
場　所　江名子町2715番４ 外10筆
面　積　39,269.68㎡
縦覧期間　４月15日㈮まで
縦覧場所　都市整備課

ご存知ですか？
国民年金の学生納付特例制度
問合先　市民課　　35-3495
　　　　高山年金事務所　　32-6111

　大学、短大、各種学校などに在学す
る20歳以上の方で、本人の前年所得
が一定額以下の場合、申請により国民
年金保険料の納付が猶予されます。な
お、申請は毎年度必要です。
【手続き方法】
Ｈ22年度中に申請され、今年度も在
学していることが年金事務所で確認
できている方
　４月頃に日本年金機構から、はがき
形式の申請書が送付されますので、必
要事項を記入して返送してください
（添付書類は不要です）。
新規に申請される方、はがきが届かな
い方
　印鑑・年金手帳・H23年度の在学証
明書または学生証写しを持参のうえ、
高山年金事務所、市役所又は各支所窓
口で申請してください。

※高山地域の結婚相談は、毎週火曜日の第1・3・5週は午後0時30分～3時30分、第2・4週は午後5時30分～8時30分

20日㈬／午後6時～9時／丹生川福祉センター

 

 

7日㈭／午後6時～9時／飛驒位山文化交流館 

20日㈬／午後6時30分～9時30分／国府支所

13日㈬／午後1時～4時／上宝支所

毎週水・金曜日／午後1時～4時／総合福祉センター※結婚相談は別日
4/29㈮の相談はお休みします。

20日㈬／午後６時30分～９時30分／久々野支所

《今後の予定》
第13回ひだ桃源郷くぐのアマゴ釣り大会（５月５日）
リサイクル資源回収（三枝小PTA、荘川小中連PTA　５月７日）
リサイクル資源回収（本郷小PTA　５月８日）

13日㈬／午後1時～4時／荘川福祉センター
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大切な人権　あなたも考えてみませんか？　今月は「女性」について　詳しくはHPで
http://www.city.takayama.lg.jp/shisui/jinkendayori.html



飛驒高山まちの博物館
　飛驒高山まちの博物館は、高山の魅力を身近に感じてもらえる
よう、城下町高山の歴史やその中で育まれた美術工芸、伝統文化
などを紹介しています。展示室は、江戸時代の豪商矢嶋家、永田家
の土蔵を活用しています。
●開館時間　展示室 9:00-19:00
　研修室 9:00-21:00　庭園 7:00-21:00
●休館日／無休　●入場料／無料
●問合先　　32-1205（飛驒高山まちの博物館）

印刷／株式会社 美野電子印刷

◎市民活動の相談日　毎週木曜日　午後２時～４時　ぷらっとルーム（きりう福祉センター内）

高山市では地域の特性を生かした農業生産が盛
んです。広報たかやまでは、私たちの暮らしの重
要な役割を担っている農業について、特色ある
農作物の生産や特徴的な取組みなどをシリーズ
でご紹介しています。

agriculture－高山の農業

す魅
では地域の特

力を耕

開館記念特別展示

期間　４月11日㈪～６月５日㈰

高山祭新発見！
「祭りにかける技と心」

高山祭を彩る屋台やカラクリ、行列
衣装など貴重な作品と高山祭の歴
史を語る江戸時代の「屋台絵巻」な
どを公開します。

4/11オープン10：00～

駐車場／空町駐車場（市民は２時間無料）　市民であることを証明するものを持参いただき博物館受付で駐
車券の無料処理を行います。（ただし、駐車場の特定日は、無料となりませんのでご注意ください）
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飛驒牛繁殖センター

飛驒牛ブランドの立役者「安福号」

⑪
清
見
地
域

飛驒牛の格付け豆知識
飛驒牛とは岐阜
県内で14カ月以
上飼育された黒毛
和牛で、日本食肉
格付協会が実施す
る枝肉格付で歩

ぶ

留
どまり

等級がＡ、または
Ｂ、肉質等級が５・
４・３等級に格付されたものです。
●歩留等級（枝肉から食べられる肉が採れる
割合） 　Ａ＝標準より良い　Ｂ＝標準　
Ｃ＝標準より劣る
●肉質等級（肉の霜

しも

降
ふり

の割合と光沢、締
し

まり・
脂肪の光沢） 　５＝かなり良いもの　４＝
やや良いもの　３＝標準　２＝標準に準ず
るもの　１＝劣るもの
●問合先　畜産課 35-3142

JA飛驒ミートHPより


